
まえがき＝バブル時代が終わり，橋梁構造物も合理化・
省力化が叫ばれ，とくにライフサイクルコスト（LCC）
が議論される時代となり，橋梁の耐久性は 100 年を目安
にすることになった。一方，各地で老朽化橋梁が増しつ
つあり，その維持補修の問題も，橋梁技術者にとって重
要な課題である。
　最近，合成・複合構造の開発・研究が盛んである。中
でも，連続合成桁の見直し普及が各地で行われている。
従来の連続合成桁は，中間支点上のコンクリート床版に
ひび割れ制御を目的とした圧縮力を導入するために，
内・外ケーブル緊張によるプレストレス導入工法や，中







面となるのでねじり剛性は著しく低下する。そのため，


